
 

 

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会

（
髙
場
志
津
子
委
員
長
）
は
、

　
月
　
日
、　

日
に
高
知
県

１０

２０

２１

内
の
２
町
を
訪
問
し
、
各
行

政
課
題
に
つ
い
て
視
察
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

【
梼
原
町
】

・
調
査
内
容

「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」

　
梼
原
町
は
、
人
口
３
埀２

５
０
人
の
山
間
部
に
位
置
す

る
町
で
す
。

　
平
成
　
年
度
よ
り
高
知
県

２４

と
連
携
し
、
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
（
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
、
旧
小
学
校
や
集
会

所
等
を
拠
点
に
、
地
域
外
の

人
材
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

近
隣
の
集
落
と
連
携
を
図
り
、

生
活
、
福
祉
、
産
業
、
防
災

な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
仕
組
み
）

の
設
置
を
行
い
、
集
落
機
能

の
維
持
が
厳
し
い
状
況
の
危

機
感
を
地
域
住
民
と
共
有
し
、

町
づ
く
り
と
地
域
の
仕
組
み

づ
く
り
の
方
向
性
を
同
じ
に

し
た
中
で
、
各
セ
ン
タ
ー
へ

町
で
支
援
員
を
配
置
し
、

「
で
き
る
事
か
ら
は
じ
め
よ

う
」
を
合
言
葉
に
町
か
ら
の

委
託
業
務
等
の
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　「
絆
と
自
立
を
基
本
と
し

た
中
で
、
暮
ら
し
続
け
る
た

め
に
」
と
い
う
目
標
を
持
ち
、

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

行
動
が
必
要
な
の
か
を
地
区

ご
と
に
検
討
、
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
約
　
年
経
過
し
担

１０

い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
、

確
保
が
活
動
を
継
続
す
る
う

え
で
重
要
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
　

【
黒
潮
町
】

・
調
査
内
容

「
未
来
を
つ
く
る
防
災
対
策

に
つ
い
て
」

　
黒
潮
町
は
、
人
口
１
０
埀

５
０
７
人
の
約
　
ｋ
ｍ
の
海

３５

岸
線
を
有
す
る
町
で
す
。
東

日
本
大
震
災
の
翌
年
予
想
さ

れ
る
津
波
　
坩４
ｍ
と
国
内

３４

最
大
と
な
る
こ
と
が
発
表
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

「
被
害
者
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、

各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
全
職
員
が
防
災
業
務
を

兼
務
し
、
各
地
区
へ
配
置
さ

れ
、
地
区
ご
と
に
防
災
に
対

し
て
の
認
識
・
課
題
を
共
有

化
し
、
戸
別
避
難
カ
ル
テ
、

地
区
防
災
計
画
、
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
様
々

な
状
況
を
想
定
し
た
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
避
難

困
難
区
域
解
消
の
た
め
に
避

難
タ
ワ
ー
設
置
、
小
中
学
校

へ
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
導
入
、
告
知
放
送
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
屋
外
、
全
戸
へ
の

家
屋
内
受
信
機
の
設
置
、
備

蓄
用
缶
詰
工
場
を
新
設
し
非

常
食
を
日
常
食
に
と
い
う
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
日
常
生
活
に
防
災
の
意
識

を
取
り
入
れ
、
こ
こ
に
住
む

う
え
で
当
た
り
前
の
こ
と
と

い
う
「
防
災
文
化
」
を
目
指

し
て
い
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。
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高知県の２町の取り組みついて調査を実施。

毅梼原町「集落活動センターの取り組みについて」

毅黒潮町「未来をつくる防災対策について」

道 外 視 察 調 査 報 告


